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く研究論文〉

「いかにもJ の歴史的変遷

松本朋子

1.はじめに

現代語では、次のように「いかにも J という形式が用いられることがある。

(1) 潔く罪を認める彼の態度はじ止ι主男らしかった。

『現代副詞用法辞典J には「いかにも」の意味はニつ挙げられている。一つ白は、

(1) の例を挙げ、「述語に示される状態の、典型的な状態に合致している J と説

明されるものである。(以下、この用法を「典型一致」とする。)二つ自は、

(2) いかにもおっしゃる通りです。

という例をあげ、「相手の言うことを無条件で肯定する様子を表す」と説明される

ものである。現代語では、「いかにも」は大きく分けてこのこ用法で用いられている。

遡って古代語を見ると、「いかにも j は中古から用例を見ることができる。

(3) 此の、のたまふ、「宿世j といふらんかたは、尽にも見えぬ事にて、いか

ζ主4込、思ひたどられず。(源氏物語・総角・ 4-415)

(3) は、『源氏物語』の例であるが、「いかにも」は否定文で用いられ、「この翁

世というような方面の事は、自にも見えない事なので、どうしでもこうしても、

思い辿ることができないJ という意味で、下に続く不可能の表現を修飾しているO

注羽したいのは、現代諾での「いかにも」は「典型一致J の副詞や応答表現で用

いられるのみで、 (3) のように不可能の表現と結びついて用いられることはない、

という点である。

(4) *いかにも、思いたどることができない。

このことから、「いかにも J は何らかの変遵を遂げ、現代語のように用いられる

ようになったと考えられる。

「いかにも j の歴史的変遷についての先行研究には、中)11 (2007) があり、「い
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かにも J がかつて、現代語にはみられない、否定、意志、願望、といった様々な

表現と結びついて用いられたことが控隠されている。中)11 (2007) では、「いか

にも J の用法の変遷について、文法化、主観イヒという理論的な枠組みを用いて説

明を試みており、興味深い指摘もある1)。しかし、「いかにも j がどのようにし

て否定、意志、願望といった多様な用法と結びつくのか、またその用法聞にはど

のような関連があるのかについては、不明確な点が残る。

そこで本稿は、「いかにも Jが変遷する間に多様な用法がどのように現れるのか、

また、それらの用法の棺互の関連を明らかにすることを目的とする。また、九、

かにも」の変遷と他の不定語の形式との関連についても併せて考察していく。

2. rいかにも」と「否定J r任意J

管見の限り、「いかにも」の最も古い例は『土佐沼記~ (935 年頃成立)に見ら

れる次のものである。

(5) あしくもあれ、いかにもあれ、たよりあらばやらん。」 (土佐日記・34)

これ以降、「いかにも」の用例は、様々な資料にまとまって見ることができる。

ここでは、「いかにも」の比較的早い段階での様相を知ることができると考えら

れる、 1050 年頃までの和文資料を中心に用いて考察していく 2)。

用法の枠組みには、中}II (2007) での記述や、尾上 (1983) による現代諮の不

定語の分類を参考にした。具体的には、「いかにも jがどのような述語と結びつき、

どのような意味で用いられるかによって、大きく f否定」と「任意j のニつの用

法に分ける九ただし、中川氏は、本稿でいう「否定J 用法の一部を、「より主

観的な意味へとシフトしているJ ものとして、向じく後述する「任意j 用法の後

の段階に位寵づけている。しかし本稿では、この「否定」のニタイプに用例の見

られる時期にさほど前後がないことや、不定語の性質(後述)から、一旦これら

を放列のものと扱って差し支えないと考える。

2.1 r否定j

まず、「いかにも J は、次のように用いられることが多い。

(6) a \，、かにも/\御子のおはせ血事をいみじうおぼし歎くに、

(栄花物語・巻第二・ト80)
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b いと物恐ろしうて、いかにもいかにもえ動かれ給は皐を、

(狭衣物語・巻5 ・下 180)

(6) ab では、「いかにも j が否定文の中で用いられている。 (6) a は「帝も御位

におつきあそばして長年におなりなので、今は譲位なさりたくおぼしめすけれど、

どうにもこうにも御子のいらっしゃらないのをたいそう苦にしておられたとこ

ろん (6) b は「大変恐ろしくて、どうしても動くことができない」という意味

になる。この場合の九、かにも j は「様々な手段をつくしたがJ のような意味に

なると考えられる。そして、後続する「事態が成立・存在しない」という否定表

現の述語を修飾している。以下、この用法を「否定j と呼ぶ。

2.2 r任意J

2.1 でみた「否定J の他に、「いかにも j は次のようにも用いられる。

(7) a rいかにもあれ人の来ん、かくなんと申せj とのたまひて、今日は寝般

におはす。(宇津保物語・楼上下・ 3-554)

b r己が行末も残少ければ、いかにも/~して、いかで後やすくと思ひき

こゆるに、この官主義りにかくせちに宜はすめるを、いかずおぽすJ と開

え給へば (栄花物語・巻第十四・ 1-420)

(7) a では「いかにも」には「あれj という形が続き、「どんな人であれ、人が

来たら、来たとしらぜよ。J と大将が命じている場面である。 (7) b では、「してj

としづ形が続き、北の方が姫君にむかつて「私のこれからも残りわずかなのです

から、どのようにしてでも安心のゆく御身の上にしてあげたいと患い申していた

のに、-…. .J と話している場面である。「いかにも J の部分は、「どんな場合であ

れJ とか「手段を選ばず、どのようにでもしてj という意味になる。このように

「たとえどのようであっても、(結論にかわりはない)J といった意味で「いかにも J

が用いられる場合を「任意」と呼ぶ。

用例 (7) に再び注目すると、["\，、かにも j は「いかにもあれJ ["いかにもしてj

という句を形成し、後ろには、次にあげる波線部のような表現が続いていること

に気づく。

(8) a ["いかにもあれb!2蕊ム、主斗息ムよ史主J との給ヒて、今日は寝殿に

おはす。(宇津保物語・楼上下 用例 (7) a 再掲)
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b r巴が行末も残少ければ、いかにも/\ムエ、にな玄箆主主ふと思ひき

こゆるに、この官主義りにかくせちに宣はすめるを、いかゾおぼすJ と罰

え給へば (栄花物語・巻第十四 用例 (7) b 再掲)

(9) r何にまれ/""あらん物を、いかにも/""しなして、主思_D:主ふゑ飽主主

ι惣是主主主J といへパ、 (宇津保物語・俊蔭・ト66)

(8) a の波線部は、「人が来たら、来たと知らせてくださいJ という、相手に対

する命令を表している。また、 (8) b の波線部は、「是非心配のない身の上にし

てあげたいJ という、話し手の希望が続いている。また (9) では、「いかにも

/""しなして」という句が形成され r(なんでもかまわないので、)ただお家の中

にあるものをなんとかして必要なものと交換して」という「任意J の意味になり、

後ろには「このお産のために役立てましょう J (波線部)という意志の表現が続

いている。このように「任意J で用いられた場合の九、かにも」は、しばしば「い

かにもあれJ Iいかにもして」のような形で、「たとえどのようなものであっても」

「どのようにしてでも」という意味で、後続する命令、希望、意志、などの表現を

修飾する。命令、希望、意志、はいずれも事態の実現を求めるものであり、総合す

ると「状態や手段、方法はどのようなものでもかまわないから、事態が実現して

ほしいJ といった意味になる。

次のように「いかにも j が一語で命令、希望、意志などと結びつく例も見られ

るが、それはよに述べた性質に連続するものであろう。

(10) a rいづかたJ と、おぼし定まりて、いかにも/\、おはしまさなむj と、

うちなげく。(源氏物語・浮舟・ふ274)

b 昨日の御文にも、さもの給はせざりしものを。ヒ止ι半、参りて、尋ね

侍らんj とて立てば、 (狭衣物語・巻四・ 399)

(10) a は泣いている女君に対して右近が、「そんなふうにして、ただ悩んでばか

りおられますと、物思いをしている人の魂は身を抜け出るものだそうですから、

それで母君の夢見も患いのでしょうよ、どちらかお一方とお決めになって、あと

は結果がどうなろうと、なりゆきにお任せなさいましJ と話している。 (10) b は、

突然尋ねてきた大将からの伝言を受けた姫君が、「どなたなのでしょう、しかる

べき心当たりがありません。もしかしたら大将殿がいらしたのかと思いましたが、
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昨日のお手紙にもそんな風には言っておいでではなかったで、すのに。よ主主ι、

部面に参上してお探ししてみましょう」と話している場面である。これらの例で

は、「いかにも j は用例 (8) や (9) と異なり、一語で命令や意、志について修飾

している。しかし、この場合もやはり、「どのような場合であろうと、ともあれj

と、事態を実現させるための条件で、ある手段や方法、状態などを「選ばないJ と

いう「任意」の意味がその背後にはあると考えて良いだろう。

2.3 r前提集合J と「否定J r任意」

2.1 や 2.2 でみたように、古代語では、「いかにも J の多くが「否定j や「任意J

で用いられる。調査した資料に見られる「否定H任意、」の用例数を表 i に挙げる。

表中に「専-J としたものについては、 3. で詳しく述べるが、それを除くと、

用例のほとんどが「否定」または「任意j のどちらかで用いられていることが分

かる。

このように、「いかにも」が「否定J r任意」とよく結びつく、という現象を考

えるにあたり、奥津 (1984) (1985a) (1985b) の一連の研究が興味深い。奥津氏

は現代語の「どっち」をとりあげている。「どっちj は二者のうちからー者を選

択する疑陪文を形成するが、「どっちj による疑問文が成立するためには、前提

として、相手が選択する可能性のあるこつの項目が存在し、それが相手にも知ら

れていることが必要で、ある、としている。例えば、

(11) コーヒート紅茶トLぇエヲ飲ミマスカ? (奥津 1984 (3)) 

表 1

否定 任意 専一

土佐 EI 記

続除日記 3 4 

宇津保物語 4 4 

?答窪物語 2 2 

源氏物語 8 6 3 17 

和泉式部1 日記 2 2 

栄花物語 2 4 2 8 
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という文では、「どっち」の部分に「コーヒー」と「紅茶」のニ項聞から成る集

合の存在を前提とし、このような前提となる集合を「前提集合」と名付けている。

さらに奥津氏によると、「どっちj 以外の「誰J I f引などによる提間文も、すべ

てこれら選択並列疑問文の延長として考えられ、文脈上具体的な要素が明示され

ていなくても、ある程度の前提集合が存在することが想定されている。つまり、

不定語は「不定・不明j の項目を示しながら、その答えとなりうる要素の集合を、

「前提集合J として持っている、ということである。

不定語「いかにJ を要素とする「いかにも」にも同様に、「いかにj によって

剖われるものの答えとなり得る要素の集合(前提集合)があると考えられる。そ

して、「否定」と結びつく場合は、助詞「も j の合説の働きから、前提集合の要

素を全称的にまとめあげ、「それらの要素のすべてあてはまらないJ と否定する。

「任意J に用いられる場合は、例えば、

(12) この遊園地は、大人にム子供に主人気がある。

のように、「大人J I子供J といった対照的な意味の語を説ベて、「それらを区別

しないほど~だJ ということを強調する、といった助詞「も J の働きによって、「そ

の要素のうち、どれでもかまわないJ という意味になるのである。

このように、「いかにも」が「否定J I任意J と結びつくという現象は、「いか

にも」が不定語「いかにJ を要素として持つ、という点から説明することができ

る。つまり、この段階での「いかにも」は、その構成要素である不定語「いかに」

や助詞「も j の性格を色濃く残した形式である、といえるだろう。

3. I任意J から「専一」へ

時代が下ると、「いかにも J は次のように用いられるようになる。

(13) a さはじ企ι主そこに知らるべき人にこそありけれ。

(浜松中納言物語・巻の五・ 415)

b 此石は、じ主こI三主ゃうある石なり。

(古今著間集・高排上人例人に非ざる事井びに

春日大切神上人の渡天を臨め給ふ事・ 99)

(13) a は「それでは(この女は)なるほどあなたに知られるべき人であったのだ。J
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(13) b は「この石は由縁のある石に違いないj という意味になる。 (13) にあげ

た例は、いずれも王子叙文で用いられており、先に見た「否定J 用法の例ではない。

しかし、「どれでもかまわないJ という「任意j の意味でも解釈しがたいので、ある。

(13 )の「いかにも」は、いずれも IA ハ B ナワ(ニアリ )J という名詞性述語

を修鏑している。そして、 IA は B に違いないJ という話し手の断定的な判断が、

「いかにも J によって修飾されているのである。さらに、次のような例も「任意J

用法では解釈しがたい。

(14) 尤この大路をこそとをらせ給ぺきに、心主ζ主よけさせ給けり。

(古今著罰集・貞信公忠平棄を愛し式部卿親王家の棄木を自ら移植の事・ 492)

(14) は『古今著間集J の例で、「何がなんでもひたすらお避けになったj とい

う意味になる。「いかにも j は「よけるj という動作について、「ひたすら(その

動作を行う )J という意味で修飾している。

(13) では名詞性述語、 (14) は動作性述語が「いかにも J によって修飾されて

いるという違いはあるものの、両者に共通する「いかにも」の意味は、「ほかに

選択肢が考えられず、 (A は) (ひたすら) B としか結びつかないJ というもので

あろう。このような「いかにも j の用法を「専一」と呼ぼう。

1050 年代以降の資料に見られる「いかにも j の用法別の用例数を表 2 に示す。

表から、 13 節に挙げた表 1 に比べて、「専一J の例 4) が増加しているのが分かる。

「し、かにも j が 用法で用いられるようになった経緯についてぺ次の

ような例が興味深い。

(15) 長らふべき心地もせぬま、に、おさなき人/""'''を、いかにも/\わがあ

らむ1肢に見をくこともがなと、臥し起き思(ひ)歎き、(更級日記・ 531)

(15) の九、かにも」の部分に桟笥すると、まず第一に、「生き長らえる自信もな

くなったので、幼い子どもたちの行く末を、例えどのようでもあれ、私のこの世

にあるうちに見定めておきたいj と解釈される。この場合、「子どもたちの行く末J

についての内容が、「例えどのようであっても(結論に変わりがない)J という「任

意j の意味になる。しかし、それと同時に、 (15) は、「老い先が長くないため、

他の何よりも第一に-…・したいJ という、第二の解釈も可能なのである。後者の

場合、「いかにも j の部分は、「他には選択肢がないJ という「専-J の意味に解
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表 2

否定 任芯: 専一

更級 EI記 2 

浜松中納言物議 3 2 6 

夜の目覚 4 2 7 13 

狭衣物諮 12 10 4 26 

大鏡 3 5 

讃岐内侍日記 2 

梁践秘、抄 2 2 

とりかへばや物語 4 7 12 

宇治拾遺物語 4 12 4 20 

古今~‘ rrfJtR 32 7 8 47 

釈される。

なぜこのように「任意J と「専一」は連続するのであろうか。そもそも「任意j

とは、前提集合について、「その要素のどれを選択しても、結論は変わらないJ

とするものであった。これは、結論の側面により重きをおくと、「結論は変わら

ないので、選択にはほとんど意味がなしゴということになる。ここから、「任意j

の「いかにも J には、「選択そのものにほとんど意味がないJ という意味が生じ

たのではないだろうか。さらに進んで、「ほかには選択肢がないほど確実に~だJ

という話し手の IA = BJ という断定的な判断を修飾したり、「わきめもふらず、

ひたすら(~する )J という意味で動作性述語を修飾する「専一J 沼法が生じた

ものと考えられる 6)。

4. I典型一致」へ

4.1 程度邸調北

さらなる「いかにも」の変化を見ていこう。

1592 年に天草で刊行された、『平家物語~ (以下、天草版とする)は、 11 佐紀

ごろに成立した『平家物語』を原拠として、成立当時の口語体で、警かれたもので、
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現存する f王子家物語J 諸本中、どの本が原拠本に最も近いかについての研究が進

んでいる。清瀬 (1982) での研究成果に基づいて?に天草版が原拠としたものに

最も近いと考えられる『平家物語』本文(以下、原拠本とする)と天草版を比較

していくと、天草版の「いかにも j には、次のような興味深い例が見られる。

(16) a 婿にとって、ヒ止ι主韮主主立三(icanimo hanayacani) もてなされた

(天草版・ 7)

b 鋒にとりて韓花(はなやか)にもてなされければ…... (覚一本・ 86)

(17) a 三年の愁嘆を送り、今はじ主当主主阜に (icanimo firoi) 回の敵に捨てら

れて、足一つの身となってござる(天草版・ 69)

b 三三春の愁嘆ををくり、今は康問の畝に捨られて、初敵の一足となれり。

(覚一本・ 206)

(16) b (17) b が原拠本の本文で、それに対応する天草版の本文が (16) a (17) 

a である。原拠本と天草版を比較すると、新たに成立した天草版にのみ、「いか

にも」が用いられているのが分かる。そこで、これらの例をさらに詳しく見てい

くと、 (16) a は「花やかにJ (17) a は「広いj といった形容詞や形容動詞が「い

かにも J の直後に現れ、「本当に花やかだJ (( 16) a) 、「まったく広いJ ((17) a) 

などと解釈されることに気がつく。天草版で新たに「いかにも J が用いられた例

は、全部で 8 仔u見られるが、そのうち、 (16) a (17) a のように、形容詞や形容

動詞が「いかにも J の直後に現れる例が 7 例と、ほとんどを占めているのである。

さらに詳しく見ていくと、

(18) a 宗盛に主旦主盤ム之去二豆(icanimo vrexisõde) 内に入られた。

(天草版・ 118)

b 布大将三三主訟之三之入リ玉ヒヌ (否ニ十句本・ 261)

(19) a 潜のあったを官のに立法三主藍え(icanimo canl) ざっと超えさせられた

れば、 (天草版・ 109)

b 摸ノ有ケルヲ宮ノ監li_上よ惣本史之ザット超サセ玉ヒケレパ・

(百二十句本・ 250)

(18) a (19) a が天草版で新たに用いられた「いかにも」が、「嬉しそうだJ í軽いj

といった状態性述語を強調している例である。原拠本でこれらに対応するのは
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(18) b (19) b であるが、ここでは「いかにも J に対応する部分には「ょにも J Iい

と J といった副詞が用いられている。天草版での「いかにも J は、これらの副詞

と同様、「とても、非常に」といった意味で、後続する状態の程度を強調してい

るのであろう。つまり「いかにも J は、新たに程度副詞として用いられるように

なった、と考えられるのである。

室町期の他の資料でも、「いかにも」は程度副認として用いられている。

(20) a 盗人万民の中で、心主ι主通産主ののしったは、「わが母ほどの樫貧

第一なものは世にあるまじい、わがこの分になることは、かれが仕業

ぢや、・…..J (エソポのハプラス・ 476)

b 限 眼ハヰ本土手思えアツタソ (蒙求抄・四・ 54 ウ)

(20) a は Fエソポのハプラス』の例で、「いかにも J は「高いJ という状態、を修

飾し、「たいへん大きな声でののしったJ という意味になる。 (20) b は『蒙求抄J

の例で、「眼はとても黒かったJ という意味になり、やはり九、かにも J は「黒い」

という状態を修飾し、程度副詞として用いられているのである。

室町拐の資料に見られる用例について、九、かにも J の直後に形容詞や形容動

認といった状態依述語が現れるかどうかに、注目して分類したものが、表 3 であ

る。表 3 では「いかにも J の直後には状態性述語が現れる例が圧倒的に多い。

比較のために、室町期より以前の資料(表 2) で「専一」とした例の直後に、状

態性述語がどの程度現れるかを示したのが表 4 である。表 4 の段階では、「専~J

の「いかにも J には、ほとんど形容詞や形容動詞が後続することはなかったこ

とが分かる。

「いかにも J の「専一J 用法から程度副詞への分化については、工藤(1983) 

表 3 rいかにも」の直後の状態性述語の有無

有 1庶

蒙求抄 7 2 9 

毛詩抄 30 5 35 

ヱソポのハプラス 8 9 

虎明本 14 8 23 
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表 4 rいかにもJ の直後の状態性述語の有無

コ釘 1111: ミ年一計

浜松中納言言物語 2 

夜の寝覚 6 7 

狭衣物語 。 4 4 

大鏡 。

讃i校内侍日記 。 l 

とりかへばや 6 7 

宇治拾遺物語 。 4 4 

市今ミ雪間集 7 8 

※表 2 の「専-J の例を対象とする。

での「ほんとに・突にJ 1案外・意外にj などの形式についての記述が参考になる。

氏によると、これらの形式は副詞として、「後続のことがら内容全体に対する真

偽や予想との異同といった話し手の評価・コメントを表す用法J ~持っと同時に、

「形容詞と組み合わさり、とくにその直前に位置する場合、程度性の意味をもた

されることが多い」とされている。前者は「コトに対する評価副詞」であり、後

者は「サマについての程度副詞j とされるが、両者は「サ?に対する評価J を媒

介として、交渉し、隣接する関係にあるのである。工藤 (1983) は次の例を挙げ、

両者の交渉を物語るものとしている。

(21) 1お前達、みんな脱走兵だぞ」と思い掛けなく大きな声で病人が言った。

(野火・工藤 1983 より)

(21)は、 11大きな声で病人がいった」コトが思い掛けないのか、「大きな」サマ

が思い掛けない(ほどな)のか、判定にまよう J (工藤 1983) もので、後者の場合、

まさに「サ?に対する評価J と程度副認の両様に捉えることができょう。

「いかにも」の程度副詞化についても評価高j詞と程度副詞の交渉として説明で

きる。例えば次に挙げるのは「いかにも J の「専一」の段階での例である。

(22) 人はじ企L主主之江装車五ベし。

(宇治拾遺物語・歌よみて罪をゆるさる、事・ 277)
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(22) の「し、かにも J の部分は、後続する「人にはなさけがある J という内容全

体に対して、「なるほど、確かに(間違いなく)~だJ と、話し手が評価してい

る評価副詞の併である。ところが、

(23) 太平ナ時分チヤ程ニ起テ行テサテ雨カフルカ 4丘二エ4上之丘三フルソ

(毛詩抄十四・ 8 ウ)

のように、「のどやかなり J という状態性述語が九、かにも J の直後に現れると、

「確かに、間違いなくのどやか(という状態)だ」と、「専-J にも解釈されるし、

「とても(大変)のどやかだ」という程度副詞の意味でも解釈されるのである。

このような状態性述語(サマ)を評価する用法を橋渡しとして、 I\' 、かにも J は

程度副詞へと分化したのだと考えられる 8)。

4.2 I典型一致」

さらに時代が下ると、「いかにも」は次のように用いられることが多くなる。

(24) a 朗々なる窓のもとに誉読をりしも遣に輔歌の間るはじなι主春主主エう

れし (北越雪譜・ 196)

b 須河が世間に慰11れざるゆゑ、百挙動がはんまにして、ヒ立こI三五Ll'馬鹿気て

島生長ーを見て、 (当役書生気質・ 142)

これらは「めく J I見ゆる J といった形式が共起し、 (24) a では「春J 、 (24) b 

では「馬鹿げているJ という述語の f典型的な状態に合致するJ という意味にな

る、「典型一致J 用法の例である。

f典型一致」は、「他に選択設がないほど、確かに・・ーだj という 用法

の中でも、対象の様態などと、その述語で表される「典型J を IA は間違いなく

8 だJ と結びつけるもので、

れる。

のひとつのバリエーションであると考えら

「典型一致J の例は、古くは室町期の資料にすで7こ見ることができる。

(25) a 爾之一急カシイ事ヵ有テイカル、カトスレハイカニモヒマアリ

ニアフラサイテイカル、ソ輸カキシル程ニ油ヲサス事ヵ有ソヒマノアル

時スル事ソ (毛詩抄十エ・ 42 ウ)

b ある馬、岡のi互にでて草を食むところに、獅子王これを見て、くらはう

とおもへども、「左右無う走り出るならば、あれも逃げうず、しょせん
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武略をして近づかうずるJ とおもひ、心主辻三主静かに柔軟な卒之エ馬の

傍に歩んで来、「われはこのごろ医道を稽古した、其方は痛むところが

あらば見せい、 (エソポのハプラス・ 459)

(25) a は『毛詩抄J の例で、「暇がありそうに見える」という意味になり、 (25)

b は rェソポのハブラス』の例で、「わざと静かにやさしい様子をしてJ という

意味になる。

近世後期から明治期までの資料について、「いかにも J の用法別の用例数を

表 5 に示したヘ 1800 年代後半以降、程度副詞としては用いられることが少なく

なり、これに伴うように「典型一致J の例が増えていることが分かる。(表中の「応

答」については後述)

「典型一致j が、「専一j の中でもどのように位置づけられ、どのような経過で

近代以降多く用いられるようになったのか、現段階では明確な見通しを持ってい

ない。ただし、「典型一致」が「らしいJ ["ょうだ J ["~に見える」など、状態性

にまつわる表現とよく結びつくのは、「いかにも J が程度副詞に分化し、状態性

述語を強調することが多くなったことと何らかの関連があるだろう。「いかにも J

は、「専一J 用法から、一旦程度副詞に分化したものの、結局、程度副詞として

表 5

応答 程度 典型一致 その他

東海道仁1"1除菜毛 2 

北越雪諮 2 4 3 9 

勧進帳 2 

当üt誕生気質 2 3 

あいびき 2 2 

浮雲 ウ ヲ

たけくらべ つ 2 

金色夜叉 2 4 8 

吾輩は猫である 3 5 8 

河部一族
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は照いられなくなり、「専一J 用法のーバリエーションである「典型一致」用法

が生き残ったのではないだろうか。近代以降の「いかにも j の変遷については、

さらに考察を続ける必要ーがある。

4.3 r応答J 場面での使用

1682 年成立の『好位一代男J には、次のような例が見られる。

(26) r太夫戴け、やらう J といふ。此中では戴かれぬ所ぞかし。初心なる女郎

は脇からも赤菌してゐられしに、潟橋しとやかに打笑ひ「ヒ止ι主戴きま

す」と、そばにありし丸盆に請て (好色一代男・巻七・ 176)

(26) は、紹子の「やろう j という申し出に対して、「おっしゃるとおり裁きましょ

う」と肯定を示す応答の場面に「いかにも J が用いられている。(以下、このよ

うに「いかにも J が用いられる場合を「応答」と呼ぶ。)これ以前の資料では、「応

答J で「いかにも」が用いられた例は見られず、管見の限りこれが文献に見られ

る比較的古いものである。

1792 年成立の狂言台本『大蔵虎寛本~ (以下、虎寛本)と、これより早く 1642

年に成立した『大蔵虎明本~ (以下、虎明本)の「応答J が現れる箇所を比較し

てみよう。

(27) a (蚊の精)こなたの事でござるか

(太郎冠者)中々そなたの事じゃが (虎明本・かずまふ)

b (蚊の精)ゃあ/~、こちの事で御ざるか。何事で御座るぞ。

(太郎冠者)心主ζ主そなたの事じゃ。(虎覚本・蚊相撲)

(27) a が虎明本の例で、 (27) b が虎寛本の対応する詞主主を比較したものである。

虎明本では「中々 j とあるのに対して、虎寛本では、「いかにも」が用いられて

いる。虎明本では「いかにも J が「応答J で用いられた例は全く見られないが、

一方の虎寛本には 52 例と多くが「応答」に用いられている。虎明本に見られず、

その後およそ 100 年後に成立した虎寛本で数多く見られる、ということは、「応答J

での使用が、比較的新しいものであったことが伺える 10)。さらに例を見ていこう。

(28) 彦六は「ゃい阿来、おのれが有馬で云には、どれやら知らぬ女中がござっ

て、働いてじゃと云たは此女の事か。 J rと企ι主其おみつ様でござりま

す。 J (傾城壬生大念移1\ ・ 83)
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(28) は、彦六が、女房のおみっと再会する場面で、彦六が、長兵衛に向かつて、

「かつて(長兵衛)が会ったことがある、と話していたのはこの女のことかj と

質問をしているのに対して、長兵衛が「確かに、そのおみつ様でございますっと

答えているものである。この場合、「はいJ IええJ といった肯定の応答謂のよう

に「いかにも J が用いられているようにも見える。しかし、彦六は長兵衛の既に

知っている事柄を確認したいと思っており、長兵衛もそれに応えて「自の前の女

はおみつであるj ことが「間違いないj と、自らの中で再確認しているのである。

このような例が見られることから、「応答」は、 3. で、見た IA はまさに B だJ と

いう「専-J 用法が、会話の中で「確かにそのとおりだJ と、自分自身の認識を

確認しつつ、相手の発言への同意を表す場面に用いられるようになったもの、と

考えられる\\)。

「応答J の「いかにも J は、近役以降の資料にも多く見られ、一般的に用いら

れていたと考えられる。

(29) 小女「何じゃ、父様が不義をして。」鵡五「いかにも。それ故旅宿へ連蹄る。

家来共、乗物ゃれ。 J (韓人漢文手管始・ 415)

(29) は『韓人漢文手管始~ (1789 年上演)の例で、繭五から小女へ応答してい

る場面である。 F韓人漢文手管始』では、「いかにも」は全部で 21 僻見られるが、

すべてこのような「応答J の場面での使用で、かつ男性の発話に限って用いられ

ていた。「応答j での「いかにも j の用いられる範囲は、徐々に狭くなり、現代

語のように「古風なニュアンスのある諾で、くだけた会話ではあまりもちいられ

ないJ (~現代副詞用法辞典~)ものとなっていったと考えられる ω。

5. 他の不定語との関わり

不定語のー形式であった「いかにも j は、評価副詞や程度副詞へと変遷を遂げ

た。この変遷に関わるものとして、『天草版王子家物語』の次の例が興味深い。

(30) a ただ一所でなんとも (nantomo) ならうずると言うて、宇治、瀬田の手

をも皆呼び返された。(天草版・ 179)

b 平家是ヲ開テコハイヵ、スヘキ只一所ニテイカニモ成ントテ宇治瀬多ノ

手ヲモ皆呼ソ (百二十句本・ 450)
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(31) a 宗盛なんとぞして (nantozo xiぬ)在りつけうずると思はれたによって、

(天草版・ 119)

b 右大将イカニモシテ在セ付ノ\ヤト思レケレハ、 (sニ十勾本・ 261)

(32) a ただし駆け合ひの合戦はなんとしても (na'to xitemo) 勢の多少によるこ

とぢゃ (天草版・ 164)

b イカニモ勢ノ多少ニヨノレコトナリ (百ニ十句本・ 425)

(30) a (31) a (32) a が天草版、 (30) b (31) b (32) b がそれに対応する原拠

本の本文である。これを見ると、原拠本で「いかにも J とある筒所に、天草版で

は「何とも J I何とぞJ など、他の不定語の形式が用いられているのである。原

拠本には「いかにも」が 51 例見られるが、そのうちの 4 例が、天草版では (30)

a のように「何とも J となっていた。また原拠本の「いかにも」のうち 8 例が、

天草版では (31) a のように f何とぞJ となっており、さらに 4 例が、天草版で

は (32) a のように「何としても J となっていた 13)。このような例が見られるこ

とから、「いかにも」の従来表していた領域に、他の不定語が用いられるようになっ

た、ということが推測されるへ

室町期の他の資料でも、「いかにも j は従来の用法である「否定J I任意」では、

あまり用いられなくなる。そして、これらの用法では、他の不定語が用いられる

ようになる。

(33) a 人ノ死事ヲ毘ιェ思ハヌソ (毛詩抄・ニ・ 16 ウ)

b 手トチトヲ取テ鼠上之と之死ナヌ様ニシテ年ヨノレ迄申合セテ終ウスソ

(向・二・ 16 オ)

(33) ab は『毛詩抄~ (1539 年成立)に見られる「向とも J の併である。 (33) a 

は「何とも思わないJ と、「何とも」が「吾定」で用いられており、 (33) b は「ど

のようにでもしてJ という「任意J で「何とも」が用いられている。

「伺とも j は中古から用例が見られる形式で、『毛詩抄』には 31 例見られるが、

そのうち、 24 例が「否定J 、 5 例が「任意」、 l 例が 残りの i 例が程度

副詞として用いられていた。これは、「いかにも j が「専-J 用法を獲得する前

後の資料における用法の分布状況(表い表 2) と類似している。先述したように、

f毛詩抄』をはじめとする室町期の資料では、「いかにも」は程度副詞として用い
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られることが多く、「否定J I任意J 用法ではほとんど沼いられない。「何とも」

など他の不定語が「いかにも J の従来の用法の領域を表すようになり、「いかにも」

とこれらの形式の間には用法の棲み分けが生じたのでーはないだろうか。

筆者はかつて、松本 (2004 ・ 2005) で、室町期を中心に「何たるH何と j と「い

かなる J Iいかに」の様相について考察を行った。その結果、中世以降「何たる」

「向と j という何系不定語が、古い「いかなる J Iいかにj の領域を侵しているこ

とが明らかとなった。「いかにも」の変遷と、「何とも」など他の不定語の形式の

進出の間にも、「いかなる J Iいかに」と「何たる J I何と」と向様に密接な関連

があると考えられる。「何とも」の変遷の様相も踏まえて、今後さらに明らかに

していきたい。

6. まとめ

以上みたように、「いかにも」は、古くは事態の成立や存在などを打ち消す「否

定J と、「どれでもかまわないj という「任意j のニ用法で用いられた。これは、

不定語「いかにJ が「選択の対象となる要素の集合J である前提集合を持ち、こ

れに助詞「も」がつき、「どれもあてはまらない」と全称否定する場合は「否定」、

「選訳肢のどれでもよいj と、選択を放棄する場合には「任意」といった意味が

生じるものである。また「任意j の場合、「どのような状態であれJ とか「方法、

手段を選ぱず」という形で、下につづく「希望J I意志J I命令J などの表現を強

調することもある。この段措での「いかにも」は、不定語としての性格を色濃く

持つ形式で、あった。

その後、「任意」は、「選択そのものに意味がないJ I選択の余地がないJ など

という意味に転じ、 IA と結びつくのは B のみだ」という断定を示す「専一J 用

法で用いられるようになる。さらに、「専一J の意味が、「まさに~だJ I とにか

く~だJ という話し手の事柄への評価を表すところから、状態性述語の程度を強

調する程度部詞に分化して用いられるようになった。

明治期以降の「いかにも」は、「らしいJ I ょうだ」などの形式と共起して、「典

型一致j で用いられることが多くなり、現代語での様相へと連なっていく。「典

型一致j は、「専一J のーパザエーションであると考えられ、一旦「専-J の「い
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かにも j が程度副諮へ分化したものの、ふたたび程度副詞では舟いられなくなっ

たあとに、残った用法で、あろう。

また、「専一J 用法は、近世以降、応答の場面で用いられるようになる。

このように「いかにも」は、多様な用法の変遷を経て、現代語のように用いら

れるようになった。その変化は、不定語「いかにJ の持つ「前提集会」と助詞「も J

の働きによる「否定J I任意j を出発点に、「専一J I典型一致」を表す副詞、さ

らには程度副詞へと分化したものと説明できる。

この変遷に関連して、室町期の資料では、「いかにも」の従来の領域に「何とも J

「何とぞJ I何としても」など他の不定語の形式が用いられていることが明らかと

なった。不定語全体の変遷とその中での「いかにも」の位置づけについては、今

後さらに明らかにしていきたい。

用例出典

土佐臼記・車ilI鈴臼記・務復物語・源氏物語・和泉式部沼記・栄花物語・更級日記・浜松

中納言物語・狭衣物語・夜の悶覚・大鏡・讃l校内侍 Iヨ記・梁塵秘、抄・宇治拾遺物言語・

王子家物語(党一本)・古今考i淘集・大経締昔暦・鑓の権三重中(Ê子・傾城三長生大念似Il.

東海道中膝栗毛・勧進帳・斡人漢文手管始…一 『日本古典文学大系J 岩波書店

宇津保物語・…υ 『新日本古典文学金集』小学館

とりかへばや物語・…ー講談社学術文庫

五I1家物語(否ニ十勾本)……W"í3二十句本王子家物語』汲下討議院

王子家物語(竹柏国本) .…『天理図書館善本議書 平家物語竹柏鴎本』八木書店

蒙求抄・毛詩抄-…『抄物資料集成J 清文堂

天主主版平家物語・・…『天草)仮玉I1家物語諮奨用例総集号 u 勉誠出版

ヱソポのハプラス……『エソポのハプラス 本文と総索引~ ìilf文波

大蔵虎明本……『大蔵虎明本狂言集の研究』表現社

大蔵虎究本-…『大蔵虎寛本能狂言』岩波文庫

好色一代男...... ~新編西鶴全集』

~I新本大系~ (東京蛍出版、 1976 年)

『北越雪譜~ ~当ÜI:設住気質』・…ぃ岩波文庫

あいびき・浮雲・たけくらべ・金色夜叉・努設は猫である・阿部一族……『明治の文芸美』

CD-ROM 
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註

1 )例えば、述語に対する補充の関係から、修飾の関係へと変化する、などの指摘は、

他の不定諮にも見られる変遷であり、重要である。

2) 1いかにも j は仮名書きの他に、「如何ニモ J 1何ニモ」などの表記が~られる。こ

のうち「何ニモj と表記された場合、「ナニモJ と読むか「イカニモJ と読むか、

確定できない。本稿では、これらの表記による用例については参考程度に留めて

いる。以下表記については「いかにも j で統一する。

3) 尾上 (1983) による分類のうち、「芸評態仁þのその音ß分は特定しなくても良いのだ、

あるいは特定しようにもできないのだということを主張するような場合j である

「特定・明確化不志向系J の中の、「否定」と結びつく各タイプが、本稿での「否定j

に当たる。また、「一つの事態の条件的部分に X項があって、その X 項に{可が代

入されても結論は変わらない」という「条件一般化用法j が、本稿での「任意J

に相当する。

4) 1専一」は「任意J と連続的で、用例jから判断しがたいものも多L、。ここでは、文

紙上、明らかに「専-J の意味で解釈されるものを数えている。

5) 1いかにも j が、「専-J 用法を獲得する過程については、「主予定J からの連続性も

考えられる0

・うり物などもたせて、きてみるに、と主ι主わづらはしき惑なし。

(宇治姶遺物語・大太郎盗人の事・ 119)

これは「少しも気味の怒いことはないj という意味で、「煩わしいことは一つもな

いJ という本来の「否定j 用法の他に、「気味が悪くないJ 状態が f確かである J

ことを「いかにも j によって強調しているようにも見える。「否定j 用法の変遷に

ついても今後明らかにしたい。

6) この現象を考えるにあたり、「いかにも」がしばしば副詞「ただj と共起するとい

うことが参考になる。

・主~おぼされんま〉に、心主ιム/""し給へj といらふれば、

(宇治拾遺物語)

・いかなる本にや、上ヰこζ与して、うたせまいらせんと忠ひし事、 t::_ ，"ひとへ

に御身故ぞかしj と諾ければ、 (首我物語)

副詩「ただj についても、 l のように l'格別に扱うような状態ではないさま J (W 日

本国語大辞典~)といった「任意J に近い意味と、 2 のように、「それ一つを取り

立てて限定する。それよりほかのことなく。もっぱら。いちずに。ひたすら。J(向)

という「専一J との二つの意味を表すことができる。「たtê: J と「いかにも j は共

起しやすし、ことから、両者の性格には類似した面がある、と考えられる。
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7) 本稿では、原拠本を

宅金第一~四・・・・・・覚一本

巻第五~七および巻第九~十二……百二十匂本

巻第八・・・・・・竹柏関本

とする。

8) このような評価副詞と程度劉認の交渉は、例えば、「突にJ といった形式の変遷の

過程にも見ることができる。(工藤 1983、松井 1977) 現代語では、「突にj は次の

ように程度の甚だしさを示すことが多い。

・高感、度は、 IS0400 までは突に素晴らしい闘質だ。

(h社p:lldigicame叩fo.com/201 0/111eふ8.htmI2010/11128)

この仰では「すばらしいj とし、う状態が「実に」によって程度強調されているよ

うにみえる。しかし、さかのぼって明治期には次のように用いられることが多かっ

たようである。(松井 1977)

・西洋人に突に日本をとらふといふ念があれば (交易問答・松井 1977 より)

この例の「突にJ は、本来の「事実、実際に、真実のところj の意味で、話し手

が事態に対して「真実である、事実である J とする評価副詞である。「突にj は、

評価副詞から程度副詞化した一例であるとさえよう。

9) 表中に「典製一致j としたのは、「らしいJ IょうだJ I~ と見える J といった形式

が共起して、明らかに「典型一致J の意味で解釈される例である。

10) 虎寛本の「応答J の「いかにも J は、虎明本では「中々 J とある街所と対応する

ことが多い。「中々 J との関連についても、今後考察していく必要がある。

11) 現段階の調査で収集した「応答J の例では、相手の発言に対して、「いかにも j を

用いて応答する人物は、その内容についての知識を既に持っており、それを再確

認する形で相手への同意を示すことが多い。話し手自身の知識ではなく、柏手の

知識に対して「いかにも j で向窓する例が見られるのか、さらに詳しく考察して

いきTこい。

12) I応答j の使用場部のi漏りについては、他の形式との関係などが姿因としてあると

考えられるが、現段階では明らかではない。

13) 原拠本に見られる「いかにも j が天草版では「何とも j になっている 4 例中 3 ﾘJJ 

が「何ともなるj の形で、「死ぬJ ということを表す定製表現であった。また、天

禁版で「何とぞJ となっている例は、すべて「何とぞしてj の形であった。天:市

}板門司としても J となっている 4 例は、~定を強調した例が l 例、話し手の推iZL

と結びついた例が 3 例であり、形式などに偏りは見られなかった。この他に、阪

拠本で「いかにも J とある筒所が、天草!坂で「ともかくも J となっている例が
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2 í列J~ られる。

1 a ただ都のなかでよム主こilならうものをと言うて、家主星の方を見やって、

世にもうらめしさうに・…一 (天主主版・ 189)

b 只都ノ中ニテヰヰ三エナノレヘカリツノレ物ヲトテ、大医殿ノ方ヲ見逃リテ、

ヨニモa浪シケニ思レタリ (百二十句本・ 463)

2 a さござればこそただ一所でよム去二之ムならせられいとは申したは

(天主主版・ 215)

b ー処ニテ担直三主成セ玉へト申侯ツノレハ…・ー (竹柏国本・ 108)

いずれも「任意」用法で用いられたものであり、当持「ともかくも j が「任意J

で用いられていたことが伺える。これらの形式との関連についても今後考察して

行きたい。

14) ただし、原拠本にあるすべての「いかにも j が、ヲミ京版で他の表現となっている

わけではない。天草版でもひきつづき九、かにも」が用いられることもある。

1 a いかに兼王子、木俊は今日六条河原でいかにもならうずることであったれど

も、幼少から一所でいかにもならうと(icanimo nar邑to) 契ったことが思は

れて、 (天主主版・ 243)

b 今井殿、義付Iハ今日六条河原ニテイカニモナノレヘカリシカトモ、幼少ヨリ、

一所ニテイカニモ成ント契シコトカヲモハレテ、 (百二十句本・ 494)

2 a 心ばかりはいかにもして(icanimoxite) 流罪を申し宥めうとは思はれたれ

ども、~策郭許さねば…… (天主主版・ 370)

b 心許ハイカニモシテ流罪ヲヰ1宥ハヤト恕ケレ共、鎌倉殿免サレモナケレパ

(百二十匂本・ 733)

3 a 今度はいかにもかなふまいと(icanimo canõmaito) 思はれたか、薄墨とい

ふ馬に乗って、機熔の明石へ落ちられ・・・・ (天草版・ 273)

b 今度ハイカニモH卜ハジトヤ恕ハレケン、務議ト云潟ニ乗テ・・

(百二十句本・ 538)

これらの例では、天草版、原拠本いずれも「いかにも J とあり、このような例が

全部で 22 例見られる。このうち「いかにもなる j の形で f死ぬj ことな表したも

のが 10 例、「いかにもしてj という形が 7 例、「いかにも i汁うまじJ の形で用いら

れたものが 4 íJ~ と、この三つの形が大半を占めている。この三つにあてはまらな

いものはわずかに l 例のみであった。 I\' 、かにも J は、ある程度定型的な表現に偏っ

て用いられるようになったのではないか、ということがうかがえる。
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The Historical Change of "lkanimo" 

Tomoko MATSUMOTO 

In modem Japanese, "ikanimo" is used as an adverb which expresses accord­
ance of type. But in ancient times, it was also used differently. Its usage has 
changed in various ways before it reaches its modem usage. 

In the oldest stage, "ikanimo" was used to express "negative" or "optional." 
This has something to do with the fact that "ikanimo" contains elements of the 
indefinite word "ikani". Concerning the set of assumptions which an indefinite 
word expresses, when it means "not. .. any", it is negative. When it renounces the 
choice and means "any", it is optional. 

Furthermore, "ikanimo"'s meaning changed from "optional", to "exclusive" 
-"There is no other option.", "A is related to only B.". 

After that, "ikanimo" became an adverb of degree which emphasizes predicate, 
and finally it has come to be used as an adverb which expresses accordance of 
type. 

This change of"ikanimo" is also related to other indefinite words "nanitomo", 
"nanitozo". This change can be located in the system of indefinite words. 




